
か
ん
こ
う

佐
渡
博
物
館
が
所
蔵
す
る
佐
藤
槙
界
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
、
一
冊
の
「
伊
勢
物
語
」
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
び
、
機
会
を
得
て
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
従
来
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
一
条
兼
良
の
本
奥
書
を
は
じ
め
と
す
る
、
興
味
深
い
特
徴
を
確
認
で
き
た
。

伊
勢
物
語
研
究
の
中
で
の
こ
の
本
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
今
後
明
ら
か
に
し
て
い

く
予
定
だ
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
は
佐
渡
博
物
館
に
御
許
可
を
い
た
だ
き
、
全

体
の
普
影
を
本
稿
に
褐
戦
し
、
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
掲
赦
に
あ
た
っ
て
は
、
佐
渡

博
物
館
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
画
像
を
用
い
、
現
在
の
通
行
本
に
し
た
が
っ
て
章

段
番
号
を
付
し
た
。

佐
藤
槙
界
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
蒐
集
を
行
っ
た
佐
渡
の
蒐

集
家
、
佐
藤
冠
猴
こ
と
佐
藤
慣
界
師
（
一
八
六
五
’
一
九
三
三
）
に
か
か
る
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
る
。
過
墨
資
料
を
中
心
に
、
約
一
、
七
○
○
点
に
も
及
ぶ
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、
平
成
十
五
年
に
開
催
さ
れ
た
佐
渡
博
物
館
「
新
春
特
別
展
佐
藤
冠
猴
コ
レ
ク

｜
、
は
じ
め
に

佐
渡
博
物
館
蔵
『
伊
勢
物
語
』

Ｉ
解
題
・
影
印
Ｉ

シ
ョ
ン
幕
末
・
維
新
の
志
士
遺
墨
展
」
に
お
い
て
、
す
で
に
そ
の
一
部
が
公
開
さ
れ

て
い
る
。

横
界
師
は
、
慶
応
元
年
二
八
六
五
）
、
佐
渡
郡
沢
根
町
（
現
佐
渡
市
）
生
ま
れ
。
十

三
歳
の
時
に
曹
洞
宗
総
源
寺
に
て
得
度
、
仏
門
に
入
っ
た
。
龍
鳳
寺
、
東
光
寺
、
剛
安

寺
の
住
持
と
し
て
同
地
宗
門
の
要
職
に
あ
っ
た
ほ
か
、
社
会
教
育
活
動
に
も
熱
心
だ
っ

た
と
い
う
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
人
名
辞
典
に
は
次
の
よ
う
に
記

赦
さ
れ
て
い
る
。

師
は
新
潟
県
佐
渡
村
吉
井
村
、
曹
洞
宗
弐
等
法
地
剛
安
寺
住
職
に
し
て
、
自
潮
斎

冠
猴
と
号
す
。
同
県
同
郡
沢
根
町
佐
藤
万
四
郎
氏
の
二
男
、
慶
応
元
年
五
月
二
十

二
日
を
以
て
生
る
。
明
治
十
年
同
郡
の
総
源
寺
藤
井
寛
全
師
に
就
て
得
度
す
。
同

年
矢
田
元
紋
師
の
随
意
会
に
安
居
し
、
課
余
州
儒
円
山
浜
北
の
学
古
塾
に
学
び
。

十
三
年
新
潟
県
曹
洞
宗
専
門
支
校
に
掛
錫
し
、
十
六
年
同
校
卒
業
後
矢
田
元
紋
師

に
師
事
す
る
多
年
。
十
八
年
龍
鳳
寺
へ
住
持
し
、
四
十
一
年
特
選
を
以
て
東
光
寺

藤
島
綾
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教
導
者
と
し
て
の
日
々
を
送
る
一
方
で
、
自
瑚
斎
冠
猴
と
号
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
文
学
へ
の
関
心
は
高
く
、
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
『
〈
笑
話
〉
有
喜
草

上
（
中
・
下
二
「
〈
笑
話
〉
う
き
草
続
篇
」
「
か
れ
こ
れ
草
」
「
自
潮
斎
歌
棄
」
「
自
潮

斎
詩
蕊
」
「
解
頤
諏
」
と
題
す
る
著
作
．
（
自
筆
本
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
御
子

孫
に
あ
た
る
佐
藤
淳
吾
氏
の
お
話
で
は
、
若
い
頃
か
ら
漢
学
へ
の
造
詣
も
深
く
、
し
ば

し
ば
新
聞
に
漢
詩
文
を
発
表
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
ら
が
生
前
出
版
さ
れ
る
こ
と
は

む
ら
じ

な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
一
部
は
残
後
約
半
世
紀
を
経
て
、
過
族
佐
藤
漣
氏
に
よ
っ
て
、

『
冠
猴
詩
集
」
（
非
売
品
一
九
七
九
年
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
同
詩
集
巻
末

に
付
さ
れ
た
「
佐
藤
冠
猴
略
歴
」
に
よ
る
と
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
四
月
七
日
、

剛
安
寺
に
て
逝
去
。

漣
氏
の
女
婿
で
あ
る
淳
吾
氏
に
よ
れ
ば
、
剛
安
寺
住
職
で
あ
っ
た
時
期
に
と
り
わ
け

に
転
じ
、
大
正
二
年
更
ら
に
当
山
へ
特
選
転
任
し
、
以
て
今
日
に
及
ぶ
。
公
職
と

し
て
は
新
潟
県
佐
渡
宗
務
分
局
教
導
副
取
締
、
新
潟
県
支
部
布
教
師
、
同
県
第
十

一
宗
務
所
管
内
監
事
心
得
、
西
両
山
布
教
師
代
理
、
同
県
第
十
一
宗
務
所
長
、
同

上
総
教
会
講
長
、
同
上
宗
務
所
管
内
布
教
部
委
員
長
等
を
歴
任
し
、
功
績
顕
著
の

賞
状
賞
典
を
下
附
せ
ら
る
、
今
や
宗
門
一
切
の
公
職
に
就
く
を
欲
せ
ず
、
単
に
佐

渡
郡
教
育
会
の
代
議
員
に
推
薦
せ
ら
れ
（
大
正
五
年
）
多
年
理
想
と
せ
し
小
学
校

教
科
書
中
に
就
て
、
尊
号
拾
頭
格
閥
字
式
を
首
唱
し
、
当
該
訂
正
方
を
其
筋
へ
申

請
せ
む
事
を
企
図
し
、
以
て
小
国
民
を
し
て
不
知
不
識
の
間
に
於
て
皇
室
の
尊
厳

を
自
覚
せ
し
め
む
と
欲
す
。

（
井
上
泰
岳
編
「
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
」
）

ま
ず
、
書
誌
に
つ
い
て
述
べ
る
。
佐
渡
博
物
館
蔵
佐
藤
横
界
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収
め

ら
れ
た
一
冊
本
で
あ
る
。
書
型
は
、
縦
一
七
・
六
糎
、
横
一
三
・
一
糎
。
外
題
、
内
題

と
も
に
な
い
。
字
高
は
約
一
五
・
一
糎
。
一
面
九
行
。
和
歌
一
首
二
行
。
装
訂
は
、
袋

蒐
集
に
熱
心
だ
っ
た
由
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
、
「
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
」
が
出
版
さ
れ

た
、
大
正
の
初
め
頃
か
ら
晩
年
に
か
け
て
の
時
期
に
相
当
す
る
。
こ
れ
ら
蒐
集
の
品
が

散
供
す
る
こ
と
を
横
界
師
は
か
た
く
戒
め
て
お
り
、
そ
れ
を
う
け
て
、
相
続
者
の
漣
・

サ
ク
氏
夫
妻
は
謹
直
な
態
度
を
も
っ
て
管
理
保
存
に
努
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
は
、
じ
つ
に
多
彩
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
先
人
の
遺
墨
か
ら
考
古
資
料
に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
の
膨
大
な
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
解
明
を
待
つ
こ

と
に
な
る
が
、
佐
渡
博
物
館
学
芸
員
羽
生
令
吉
氏
に
よ
る
と
、
志
士
の
遺
墨
の
蒐
集
に

関
し
て
は
、
交
際
の
あ
っ
た
京
都
周
辺
か
ら
の
入
手
も
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
本
稿
に

扱
う
『
伊
勢
物
語
」
の
場
合
、
佐
渡
に
伝
わ
っ
て
い
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
佐
渡
以
外

の
地
で
入
手
し
た
も
の
か
、
不
明
で
あ
る
と
い
う
。
旧
蔵
者
に
さ
か
の
ぼ
り
う
る
蔵
書

印
な
ど
も
な
く
、
ま
た
入
手
経
緯
を
記
し
た
手
控
類
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
該

本
の
伝
来
の
追
求
は
難
し
い
。
新
た
な
資
料
の
発
見
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

近
年
、
槙
界
師
の
蒐
書
に
つ
い
て
調
査
し
て
お
ら
れ
る
、
佐
渡
在
住
の
歴
史
研
究
家
、

児
玉
信
雄
氏
が
こ
の
「
伊
勢
物
語
」
に
注
目
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
調
査
を
行
う

こ
と
に
な
っ
た
。

二
、
書
誌
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状
に
折
っ
た
料
紙
（
雁
皮
紙
）
を
重
ね
て
綴
じ
た
結
び
綴
じ
。
ノ
ド
が
詰
ま
っ
て
い
る

ほ
か
、
文
字
の
途
中
で
切
断
さ
れ
た
箇
所
が
あ
り
、
小
口
や
背
の
状
態
も
一
定
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
改
装
本
と
推
定
さ
れ
る
。
表
紙
は
金
欄
表
紙
で
紺
地
に
草
花
唐
草
を
織

り
出
し
て
お
り
、
そ
れ
を
五
色
の
糸
を
使
っ
て
料
紙
と
綴
じ
て
い
る
。
見
返
し
に
は

銀
砂
子
を
撒
く
。
紙
数
は
、
墨
付
き
八
十
三
丁
、
遊
び
紙
が
前
に
一
丁
、
後
ろ
に
一
葉
。

初
め
の
遊
び
紙
の
オ
モ
テ
中
央
に
は
「
伏
見
殿
〈
貞
常
親
王
む
か
し
お
と
こ
〉
（
弐

一
ｌ
）

守
こ
と
い
う
平
塚
平
兵
衛
の
極
札
が
付
さ
れ
て
い
る
。
貞
常
親
王
二
四
二
五
’
一
四

七
四
）
に
言
及
し
た
記
載
は
こ
れ
以
外
に
も
二
つ
あ
り
、
う
ち
一
つ
は
、
本
を
収
め
て

い
た
桐
箱
の
蓋
中
央
の
「
伏
見
宮
貞
常
親
王
／
伊
勢
物
語
壹
冊
」
と
の
箱
書
だ
が
、

こ
の
記
載
の
「
貞
常
親
王
」
の
下
部
に
は
、
三
な
い
し
四
字
分
の
文
字
を
擦
り
消
し
た

痕
跡
（
か
す
か
な
墨
色
）
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
は
現
在
と
異
な
る
形
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
見
返
し
の
剥
離
面
に
付
さ
れ
た
押
紙
に
『
野
史
」

を
読
み
下
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
筆
跡
等
か
ら
慣
界
師
に
よ
る
も
の
と
わ
か
る
。
こ

の
よ
う
に
貞
常
親
王
に
関
わ
る
三
つ
の
記
祓
を
持
つ
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
筆
者
を
貞

常
親
王
と
す
る
だ
け
の
確
た
る
証
拠
は
見
い
だ
せ
な
い
。
さ
ら
に
、
該
本
は
、
貞
常
親

王
を
筆
者
と
し
た
場
合
に
は
矛
盾
を
生
じ
る
書
写
奥
書
を
持
っ
て
お
り
（
後
述
）
、
そ
の

書
写
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
書
写
年
代
は
室
町
後
期
を
下
ら
な
い

と
思
わ
れ
る
。
手
擦
れ
を
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
人
の
手
に
取
ら
れ
る
機
会

も
多
か
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
和
歌
十
一
首
を
記
し
た
『
秋
篠
月
清
集
」
断
簡
（
縦
一
三
・
八
糎
、
横
一

三
・
二
糎
）
が
同
じ
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
伊
勢
物
語
諸
本
を
調
在
分
類
し
た
池
田
勉
鑑
氏
は
、
諸
本
中
、
い
わ
ゆ
る
流

一
叩
』
一

布
本
第
二
類
の
伝
本
の
多
く
に
、
①
③
④
の
奥
書
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た

（
た
だ
し
、
流
布
本
第
二
類
の
③
は
、
佐
渡
博
物
館
本
が
持
つ
「
合
多
本
所
用
捨
也
可

該
本
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
奥
書
に
あ
る
。
記
載
順
に
挙
げ
る
と
、
次
の
通
り
。

①
「
抑
伊
勢
物
語
根
源
古
人
説
々
不
同
或
云
在
原
中
将
自
記
〈
云
々
〉
…

〈
中
略
）
…
先
年
所
瞥
之
本
為
人
被
借
失
冊
為
備
証
本
／
重
所
校
合
也
戸
部
尚

書
〈
在
／
判
と
（
藤
原
定
家
奥
書
Ｉ
Ⅱ
根
源
本
奥
書
）

②
「
業
平
朝
臣
〈
三
品
弾
正
尹
阿
保
親
王
男
〆
母
伊
豆
内
親
王
〉
年
月
日
任
左

近
将
監
…
（
中
略
）
：
．
同
廿
八
日
卒
」
（
在
原
業
平
官
歴
）

③
「
合
多
本
所
用
捨
也
可
備
証
本
〆
近
代
以
狩
使
事
為
端
之
本
出
来
末
代
之
人
今

案
也
…
（
中
略
）
…
只
可
翫
詞
華
言
葉
／
而
已
戸
部
尚
書
〈
在
／
判
〉
」

（
藤
原
定
家
奥
書
Ⅱ
Ⅱ
武
田
本
奥
書
）

④
「
以
祖
父
卿
真
筆
不
違
一
字
書
写
校
合
之
可
備
〆
証
本
突
藤
為
相
」

（
冷
泉
為
相
奥
書
）

⑤
「
応
仁
己
避
歳
孟
夏
中
榊
日
老
眼
馳
禿
兼
以
或
本
加
書
写
了
頗
可
備
証
本
者

也
／
桃
華
老
人
〈
在
／
判
と
（
桃
華
老
人
奥
書
）

⑥
「
彼
御
自
筆
不
違
一
宇
諜
写
校
合
了
／
文
明
十
八
年
十
月
三
日
従
五
位
下
行

源
昌
康
」
（
源
昌
康
奥
書
）

三
、
奥
書
に
つ
い
て
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備
証
本
」
の
部
分
を
欠
く
形
に
な
っ
て
い
る
）
。
ま
た
、
山
田
清
市
氏
は
、
池
田
分
類
の

－
３
－

流
布
本
第
二
類
の
祖
本
と
し
て
武
田
本
為
相
自
筆
本
を
挙
げ
た
が
、
こ
の
為
相
自
筆
本

の
流
れ
を
汲
む
伝
本
に
は
、
①
轡
。
④
と
同
内
容
、
同
配
列
の
奥
瞥
を
持
つ
本
が
あ
る

こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
先
年
片
桐
洋
一
氏
に
よ
っ
て
鮮
明
な
影
印
が
公
刊
さ
れ
た
、

正
徹
加
証
奥
書
本
「
伊
勢
物
語
正
徹
自
署
・
蜷
川
智
蕊
筆
」
は
、
や
は
り
①
②
③
④

と
同
じ
奥
書
を
含
ん
で
い
る
が
、
同
氏
は
こ
の
本
を
流
布
本
第
二
系
統
と
位
置
づ
け
て

（
４
）

い
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
、
①
圃
三
凶
④
が
、
い
わ
ゆ
る
流
布
本
第
二
類
の

諸
本
に
多
く
見
ら
れ
る
奥
書
で
あ
る
と
の
判
断
が
で
き
よ
う
。

さ
て
、
そ
れ
に
続
く
「
応
仁
己
丑
歳
」
の
記
赦
を
持
つ
応
仁
三
年
（
一
四
六
九
）
四

月
中
旬
の
「
桃
華
老
人
」
奥
書
⑤
、
さ
ら
に
「
文
明
十
八
年
十
月
三
日
」
の
「
源
昌
康
」

奥
書
⑥
の
二
奥
書
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
新
出
記
事
で
あ
る
。

ま
ず
⑤
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
「
桃
華
老
人
」
と
い
え
ば
、
一
条
兼
良
二
四

○
二
’
一
四
八
二
が
想
い
起
こ
さ
れ
る
。
武
井
和
人
氏
は
、
「
源
氏
物
語
』
（
文
正
元

年
〈
一
四
六
六
〉
）
、
「
伊
勢
物
語
』
（
応
仁
二
年
〈
一
四
六
八
〉
）
爵
『
職
原
抄
』
（
文
明
三

年
〈
一
四
七
一
〉
）
の
三
香
の
奥
書
に
、
兼
良
の
「
桃
華
老
人
」
の
署
名
を
確
認
で
き
る

《
令
へ
”
》

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
佐
渡
博
物
館
本
が
伝
え
る
応
仁
三
年
の
伊
勢
物
語
書
駁
も
、

こ
れ
ら
三
書
と
比
較
的
近
い
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
奥
書
⑤
の
「
桃
華

老
人
」
も
ま
た
、
三
書
同
様
、
一
条
兼
良
そ
の
人
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
応

仁
二
年
九
月
に
兼
良
が
伊
勢
物
語
を
書
写
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
（
天
理
大
学

附
属
天
理
図
書
館
蔵
『
伊
勢
物
語
」
奥
書
）
、
翌
三
年
四
月
中
旬
に
は
、
別
の
伊
勢
物
語

を
親
本
に
し
て
書
写
を
行
っ
た
こ
と
を
、
今
回
、
佐
渡
博
物
館
本
の
奥
書
か
ら
確
認
で

き
た
こ
と
に
な
る
（
佐
渡
博
物
館
本
は
、
応
仁
二
年
書
写
本
と
異
な
る
本
文
の
特
徴
と

奥
書
を
持
つ
）
。
こ
の
書
写
直
後
の
四
月
二
十
八
日
、
応
仁
三
年
は
文
明
元
年
と
改

ま
っ
た
。

一
方
、
⑥
の
奥
書
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
る
。
現
段
階
で
は
、
丁
を

改
め
る
形
で
記
さ
れ
た
記
邪
（
書
影
参
照
）
を
、
源
昌
康
の
書
写
奥
書
と
考
え
て
い
る

一
価
》

の
だ
が
、
ま
ず
、
こ
の
人
物
の
事
績
を
確
認
で
き
な
い
。
奥
書
に
よ
る
と
、
昌
康
が
兼

良
自
筆
本
の
書
写
校
合
を
終
え
た
の
は
、
兼
良
が
没
し
た
文
明
十
三
年
二
四
八
二

か
ら
五
年
後
、
文
明
十
八
年
二
四
八
六
）
十
月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
（
文
明
十
八
年

七
月
二
十
日
、
長
享
に
改
元
）
。
ど
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
か
ら
彼
は
兼
良
自
筆
本
を
手

に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
言
及
す
る
記
事
も
な
く
、
手
が
か
り
と
な
る
よ
う
な
事
績
も
確

認
で
き
な
い
現
状
で
は
、
不
明
と
す
る
ほ
か
に
な
い
。

さ
ら
に
、
こ
の
奥
書
の
内
容
は
、
先
に
述
べ
た
極
札
と
も
矛
盾
し
て
い
る
。
当
初
か

ら
文
明
十
八
年
書
写
を
伝
え
る
奥
書
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
な
ぜ
文
明
六
年
に
蕊
じ
た

貞
常
親
王
を
筆
者
と
す
る
極
札
が
付
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
根
拠
と
な
る
資
料
が

別
に
あ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
該
本
の
書
写
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が

多
く
残
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
大
方
の
御
教
示
を
お
願
い
し
た
い
。

佐
渡
博
物
館
本
の
奥
書
の
構
成
が
、
い
わ
ゆ
る
流
布
本
第
二
類
の
諸
本
と
共
通
す
る

こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
。
当
然
、
物
語
本
文
の
特
徴
を
と
ら
え
る
に
あ
た
っ
て
も
、
ま

ず
は
流
布
本
第
二
類
と
目
さ
れ
る
諸
本
と
の
対
照
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

池
田
氏
に
よ
り
流
布
本
第
二
類
と
命
名
さ
れ
た
諸
本
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
も
詳
細

四
、
本
文
に
つ
い
て
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な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
山
田
消
市
氏
「
伊
勢
物
語
（
武
田
本
伊
勢
物
語
）
」
（
武

蔵
野
書
院
一
九
五
九
年
）
「
伊
勢
物
語
の
成
立
と
伝
本
の
研
究
」
（
桜
楓
社
一
九
七

二
年
）
、
藤
井
隆
氏
「
伊
勢
物
語
武
田
本
に
つ
い
て
の
考
察
」
（
「
帝
塚
山
短
期
大
学
紀

要
」
第
一
号
一
九
六
三
年
一
二
月
）
、
片
桐
洋
一
氏
「
伊
勢
物
語
流
布
本
第
二
類
考
ｌ

そ
の
武
田
本
末
流
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
ｌ
」
二
文
学
・
語
学
」
第
三
六
号
一
九
六
五
年
八

月
）
「
伊
勢
物
語
の
研
究
研
究
篇
」
（
明
治
書
院
一
九
六
八
年
）
等
に
代
表
さ
れ
る

月
）
「
伊
勢
物
語
の
研
究
研
究
篇
」
（
明
治
書
院
一
九
六
耐

一
連
の
論
考
に
諸
論
と
伝
本
の
数
々
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ら
の
中
で
も
、
田
中
氏
が
武
田
本
為
相
自
筆
本
系
統
の
本
文
を
持
つ
伝
本
と
し

て
調
査
紹
介
し
た
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
尭
孝
奥
書
本
は
、
と
り
わ
け
興
味
深

い
存
在
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
佐
渡
博
物
館
本
が
持
つ
物
語
本
文
の
特
徴
の
い
く
つ

か
を
、
尭
孝
奥
書
本
も
ま
た
、
備
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
第
六
○
段
を

あ
げ
て
み
よ
う
。
今
は
地
方
官
人
の
妻
と
な
っ
た
女
に
、
勅
使
と
し
て
下
向
し
た
男
が

勧
酒
を
強
い
る
場
面
で
あ
る
。
佐
渡
博
物
館
本
に
は
、

と
ら
せ
よ
き
ら
す
は
の
ま
し
と
い
、
け
ロ
ロ
か
□
ロ
ロ
ィ

女
あ
る
し
に
か
わ
ら
け
．
と
り
て
い
た
し
た
り
け
る
に

と
い
う
具
合
に
、
本
文
が
あ
っ
て
、
そ
の
右
側
に
「
と
ら
せ
よ
さ
ら
す
は
の
ま
し
と
い

ひ
け
れ
は
か
は
ら
け
」
と
い
う
定
家
本
の
多
く
が
持
つ
本
文
が
、
異
文
と
し
て
傍
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
、
尭
孝
奥
書
本
も
、

と
ら
せ
よ
さ
ら
す
は
の
ま
し
と
い
ひ
け
れ
は
か
は
ら
け
ィ

女
あ
る
し
に
か
は
ら
け
．
と
り
て
い
た
し
た
り
け
る
に
．

と
、
や
は
り
異
文
注
記
を
と
も
な
っ
た
本
文
を
持
っ
て
い
る
。
異
文
の
書
き
入
れ
が
ど

の
段
階
で
行
わ
れ
た
か
と
い
う
問
題
は
い
っ
た
ん
措
き
、
こ
の
、
お
そ
ら
く
は
目
移
り

に
よ
っ
て
生
じ
た
だ
ろ
う
脱
文
を
六
○
段
に
認
め
る
本
を
、
佐
渡
博
物
館
本
と
尭
孝
奥

書
本
が
と
も
に
祖
本
と
す
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
佐
渡
博
物
館
本
の
物
語
本
文
の
傍
ら
に
は
、
朱
と
墨
を
使
っ
て
、
注
や
異
文

等
が
記
さ
れ
て
い
る
。

墨
を
使
っ
て
書
か
れ
た
異
文
注
記
は
複
数
の
人
物
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
可
能
性
が
高

く
、
墨
色
や
筆
勢
が
本
文
部
分
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
も
含
ん
で
い
る
。
こ
の
別

筆
と
思
し
き
注
記
は
、
た
と
え
ば
、
奥
書
の
「
嫌
還
比
興
」
の
文
字
列
に
つ
い
て
、
「
嫌

還
」
を
ミ
セ
ケ
チ
し
、
定
家
本
の
多
く
が
持
つ
「
謙
退
比
興
」
に
正
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
「
嫌
還
比
興
」
は
、
蜷
川
智
蕊
筆
本
、
尭
孝
奥
書
本
、
ま
た
兼
良
自
筆
本

『
愚
見
抄
」
な
ど
、
一
定
の
伊
勢
物
語
写
本
群
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
親
本

を
目
に
し
た
筆
者
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
処
置
を
し
な
い
可
能
性
は
高
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
奥
書
に
確
認
で
き
る
傍
記
に
つ
い
て
は
、
後
世
の
別

（
９
）

人
に
よ
る
書
き
入
れ
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
同
様
に
後
世
の
も
の
と
思
わ
れ
る
書
き

入
れ
と
し
て
は
、
四
段
の
「
ほ
い
に
は
あ
ら
て
」
、
五
段
「
み
そ
か
な
る
」
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
両
者
に
は
異
な
る
本
文
を
持
つ
箇
所
も
あ
り
、
そ
の
関
係
に

つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
条
兼
良
は
、
壮
年
期
に
尭
孝
所
有
の
『
伊
勢
物
語
」
を
書
き
写
し
て
い
る
（
伝
藤

（
７
）

（
８
）

房
筆
本
「
伊
勢
物
語
」
奥
書
に
よ
る
）
。
比
較
的
近
似
し
た
本
文
を
持
つ
こ
れ
ら
の
伝
本

を
検
討
す
る
こ
と
で
、
兼
良
の
伊
勢
物
語
書
写
の
一
面
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
思

、
《
ノ
。

五
、
傍
記
に
つ
い
て
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し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
墨
筆
異
文
注
記
に
つ
い
て
は
、
本
文
と
同
筆
か
、
別
筆
か
、

判
断
が
難
し
い
。
そ
も
そ
も
、
字
形
や
墨
色
に
明
白
な
特
徴
を
確
認
で
き
な
い
傍
記
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
本
文
書
写
時
の
書
き
入
れ
な
の
か
、
ま
た
は
後
世
の
も
の
な
の

か
、
判
断
を
下
す
の
は
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
伊
勢
物
語
の
傍
記
に
関
し
て
は
、

本
来
は
行
間
に
小
さ
く
書
か
れ
て
本
文
と
区
別
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
勘
物
を
、
書
写

（
叩
）

の
際
に
本
文
と
同
時
に
書
き
写
し
た
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
異
文
注
記
に
つ
い
て

も
同
様
の
事
が
行
わ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。
ま
た
、
際
だ
っ
た
字
形
の
違
い
が
認
め
ら

れ
な
い
場
合
、
か
り
に
墨
色
が
異
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
筆
者
が
本
文
と
は
時
期
を

違
え
て
書
き
込
ん
だ
と
の
見
方
す
ら
で
き
る
だ
ろ
う
。

朱
や
墨
を
使
っ
て
本
文
の
左
右
に
記
さ
れ
た
注
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
言
え
よ

う
。
佐
渡
博
物
館
本
の
場
合
、
加
注
に
言
及
す
る
記
事
は
な
く
、
ま
た
本
文
と
注
の
字

形
に
明
ら
か
な
違
い
も
認
め
ら
れ
な
い
。
本
文
と
朱
注
が
同
時
に
香
か
れ
た
と
は
考
え

に
く
い
が
、
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
注
の
書
き
込
ま
れ
た
時
期
は
不
明
と
す
る
し

か
な
く
、
本
文
と
同
筆
か
別
華
か
の
判
断
も
下
し
が
た
い
。
た
だ
、
内
容
に
、
次
の
よ

う
な
特
徴
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

朱
注
の
一
部
は
文
字
が
消
え
か
か
っ
て
い
る
が
、
確
認
可
能
な
部
分
に
つ
い
て
は
、

源
通
具
本
、
ま
た
伝
藤
房
筆
（
兼
良
補
写
）
本
、
蜷
川
智
蔑
筆
本
、
尭
孝
奥
書
本
が
持

つ
傍
注
と
、
内
容
や
表
現
に
共
通
す
る
記
事
が
多
い
。
こ
の
内
容
を
持
つ
注
を
、
片
桐

（
皿
〉

洋
一
氏
は
冷
泉
家
流
の
注
と
位
置
づ
け
る
。
一
方
、
墨
注
の
場
合
は
、
「
愚
見
抄
」
の
い

わ
ゆ
る
初
稿
本
系
統
の
内
容
と
一
致
す
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
『
愚
見
抄
』
で
あ
れ

ば
否
定
す
る
で
あ
ろ
う
一
見
「
古
注
」
的
な
注
も
含
ん
で
お
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

注
（
１
）
久
保
木
秀
夫
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
２
）
「
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究
研
究
篇
」
（
有
精
堂
出
版
一
九
六
○
年
）
二

八
六
頁
に
、
「
按
ふ
に
流
布
本
の
現
存
諸
本
は
、
大
別
し
て
二
の
系
統
を
構
成
す
る
。

即
ち
そ
の
第
一
は
、
流
布
本
奥
書
（
藤
島
補
記
ｌ
「
抑
伊
勢
物
語
根
源
古
人
説
々

不
同
」
奥
書
を
指
す
）
を
の
み
巻
末
に
有
す
る
一
群
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
、
武

田
本
奥
書
を
併
有
し
、
為
相
の
識
語
を
附
し
た
本
の
系
統
で
、
こ
れ
は
現
存
流
布

本
系
統
諸
本
の
主
流
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
」
と
指
摘
す
る
。

（
３
）
「
伊
勢
物
語
の
成
立
と
伝
本
の
研
究
」
（
桜
楓
社
一
九
七
二
年
）
所
収
の
諸
論

考
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）
片
桐
洋
一
氏
編
「
伊
勢
物
語
古
注
釈
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
第
一
巻
」
（
和
泉
書
院

一
九
九
九
年
）
解
題
。

（
５
）
．
条
家
関
係
者
の
記
し
た
奥
書
・
識
語
・
注
記
を
持
つ
古
典
籍
に
つ
い
て
」

（
「
中
世
古
典
学
の
普
誌
的
研
究
」
勉
誠
社
一
九
九
九
年
）

（
６
）
こ
の
昌
康
奥
書
に
関
し
て
は
、
筆
致
が
そ
れ
以
前
の
記
事
と
や
や
異
な
っ
て
見

一
条
兼
良
が
著
し
た
「
愚
見
抄
」
は
、
当
時
の
主
だ
っ
た
注
釈
書
を
厳
し
く
批
判
す

る
言
葉
か
ら
始
ま
る
。
兼
良
が
ど
の
よ
う
な
「
伊
勢
物
語
」
を
手
に
し
、
書
き
写
し
、

学
び
、
物
語
観
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
か
、
佐
渡
博
物
館
本
を
初
め
と
す
る
兼
良
在
名

諸
本
は
、
そ
れ
ら
を
追
究
す
る
上
で
の
道
標
と
な
る
存
在
と
い
え
よ
う
。

六
、
お
わ
り
に
。
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え
る
。
し
か
し
、
原
本
で
は
、
墨
色
に
濃
淡
の
差
は
な
く
、
筆
勢
に
も
明
白
な
違

い
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
署
名
の
「
源
」
の
字
に
つ
い
て
は
、
奥
書
の
「
伊

勢
物
語
根
源
」
の
「
源
」
と
形
が
よ
く
似
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
段
階
で
は
、
物

語
本
文
と
奥
書
に
つ
い
て
は
同
筆
、
奥
書
と
署
名
も
同
筆
と
考
え
て
お
き
た
い
。

（
７
）
吉
田
幸
一
氏
編
「
伊
勢
物
語
伝
藤
原
藤
房
筆
本
」
（
古
典
文
庫
第
六
二
四
冊

（
９
）
な
お
、
奥
書
の
傍
記
の
墨
色
吟

を
ミ
セ
ケ
チ
し
「
知
」
と
改
め
ヲ

補
入
も
「
謙
退
」
と
一
致
す
る
。

（
８
）
山
田
清
市
氏
は
「
伊
勢
物
語
の
成
立
と
伝
本
の
研
究
」
二
○
八
頁
に
お
い
て
、

尭
孝
奥
書
本
と
伝
藤
房
筆
（
兼
良
補
写
）
本
の
兼
良
補
写
本
文
に
つ
い
て
、
別
系

（
皿
）
山
口
堯
二
氏
編
「
愛
媛
大
学
古
典
叢
刊
一
二
伊
勢
物
語
伝
後
京
極
摂
政
良

経
筆
本
」
（
愛
媛
大
学
古
典
叢
刊
刊
行
会
一
九
七
二
年
）

（
、
）
（
４
）
に
同
じ
。

尭
孝
奥
書
本
と
伝
藤
房
筆
（
兼
良
補
写
）
本
の
兼
占

統
と
は
み
な
せ
な
い
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。

一
九
九
八
年
）奥

書
の
傍
記
の
墨
色
に
つ
い
て
は
、
八
一
丁
オ
モ
テ
第
一
行
の
「
和
」

チ
し
「
知
」
と
改
め
る
も
の
や
、
同
第
四
行
の
「
冨
士
」
の
「
士
」
の
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当
該
本
の
実
地
調
査
と
公
表
を
ご
快
諾
下
さ
っ
た
佐
渡
博
物
館
、
及
び
同
館
学
芸
員
の
羽
生
令

吉
氏
、
そ
し
て
貴
重
な
資
料
を
ご
紹
介
下
さ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
万
事
に
つ
け
ご
高
配
賜
っ
た
児
玉

信
雄
氏
に
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
（
久
保
木
秀
夫
）

本
論
を
掲
載
す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
記
す
。
二
○
○
八
年
二
月
、
新
潟
県
佐
渡
市
在
住
の
歴
史

研
究
家
児
玉
信
雄
氏
よ
り
、
図
文
研
の
学
術
情
報
課
宛
に
、
当
該
本
が
佐
渡
市
内
に
伝
存
す
る
旨
の

お
知
ら
せ
と
、
い
か
な
る
価
値
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
と
を
頂
戦
し
た
。
折
し

も
国
文
研
は
立
川
へ
の
移
娠
の
雌
中
だ
っ
た
た
め
、
大
変
失
礼
な
が
ら
も
し
ば
ら
く
の
間
お
待
ち

い
た
だ
き
、
同
年
七
月
、
児
玉
氏
に
ご
持
参
い
た
だ
く
逆
び
と
な
っ
た
。
当
日
は
、
学
術
情
報
課
よ

り
依
頼
を
受
け
た
久
保
木
秀
夫
が
当
該
本
を
拝
見
し
、
室
町
時
代
の
写
本
で
あ
る
こ
と
、
一
条
兼
良

の
奥
諜
等
が
他
本
に
見
出
せ
な
い
ら
し
い
こ
と
、
を
確
認
し
た
。
そ
こ
で
よ
り
専
門
的
な
視
点
か

ら
、
当
該
本
の
資
料
的
価
値
が
解
明
さ
れ
る
べ
く
、
国
文
研
の
文
献
資
料
調
査
員
に
し
て
基
幹
研
究

「
王
朝
文
学
の
流
布
と
継
承
」
研
究
員
で
も
あ
る
藤
島
綾
氏
に
調
査
・
研
究
・
執
筆
を
依
頼
し
た
と

蒋
影
掲
戦
を
御
詐
可
く
だ
さ
っ
た
佐
渡
博
物
館
に
お
礼
巾
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
を
成
す

に
あ
た
り
、
児
玉
信
雄
氏
、
羽
生
令
吉
氏
、
本
間
文
雄
氏
、
佐
藤
淳
吾
氏
、
久
保
木
秀
夫
氏
に
ご
高

配
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
国
文
学
研
究
資
料
館
基
幹
研

究
「
王
朝
文
学
の
流
布
と
継
承
」
（
二
○
○
六
～
二
○
一
○
年
度
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。

い
う
次
第
で
あ
る
。

［
付
記
］

［
付
記
］
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